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第
百
八
十
四
回    

衛
藤　

照
夫  

「モダン建築の京都」展と
芸文協建築教室企画

皆
さ
ん
は
、
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
で
昨
年
末

に
開
催
さ
れ
た
「
モ
ダ
ン
建
築
の
京
都
」
展
に
行

か
れ
ま
し
た
か
。
私
は
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
魅
力

的
を
感
じ
た
こ
と
と
、（
公
財
）
京
都
市
芸
術
文
化

協
会
が
２
月
に
開
催
す
る
建
築
教
室
と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
企
画
担
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
是
非
に
と

観
て
来
ま
し
た
。

（
公
財
）京
都
市
芸
術
文
化
協
会
は
、
旧
明
倫
小

学
校
校
舎
建
築
を
「
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
指
定
管
理
を
す
る
と
と
も
に
、
協
会
事
務
局
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
企
画
し
て
い
る
建
築
教

室
は
、
第
一
部
で
、
番
組
小
学
校
の
代
表
格
と
し

て
存
在
し
た
こ
の
小
学
校
校
舎
建
築
の
魅
力
を
立

命
館
大
学
の
大
場
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
第

二
部
と
し
て
こ
の
校
舎
を
芸
術
セ
ン
タ
ー
と
し
て

運
用
し
て
い
る
意
義
や
将
来
像
に
つ
い
て
衛
藤
が

説
明
す
る
構
成
で
す
。
こ
れ
は
２
月
開
催
の
企
画

で
す
が
、
実
は
、
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
そ
の
も

の
も
、
モ
ダ
ン
建
築
の
京
都
を
彩
る
重
要
建
築
で

も
あ
り
、
こ
の
芸
術
教
室
の
指
標
と
し
て
素
晴
ら

し
い
企
画
展
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。

（
公
財
）京
都
市
芸
術
文
化
協
会
は
、
京
都
で
活

動
す
る
芸
術
家
や
文
化
団
体
等
が
、
分
野
を
越
え

て
交
流
し
、
互
い
に
刺
激
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て

新
た
な
芸
術
文
化
の
創
造
と
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、現
在
、文
芸
、舞
台
、造

形
、
茶
道
、
芸
術
企
画
・
芸
術
文
化
評
論
の
５
つ

の
部
門
に
約
２
５
０
の
団
体
・
個
人
会
員
が
所
属

し
て
い
ま
す
。

京
都
府
建
築
士
会
も
造
形
分
野
で
参
加
し
て
い

ま
す
。

さ
て
、「
モ
ダ
ン
建
築
の
京
都
」
展
で
す
が
、「
京

都
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
」
展
で
は
な
く
、「
モ
ダ
ン

建
築
の
京
都
」
と
い
う
表
題
に
つ
い
て
は
、
ま
さ

に
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
含
む
モ
ダ
ン
建
築
が
織

り
な
す
京
都
そ
の
も
の
が
展
示
内
容
の
骨
子
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
呼

ば
れ
る
建
築
の
前
後
を
含
む
幅
ひ
ろ
い
年
代
の
建

築
を
展
示
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
現
代
の
、
そ

し
て
、
将
来
の
京
都
を
創
造
す
る
建
築
・
都
市
・

人
々
を
見
て
も
ら
う
と
い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら

れ
る
も
の
で
し
た
。

私
と
し
て
は
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
京
都
市
京
セ

ラ
美
術
館
を
観
る
こ
と
も
大
い
な
る
楽
し
み
で
し

た
。
改
修
前
の
美
術
館
は
、
高
い
基
壇
の
上
に
階

段
を
上
り
、
閉
じ
た
空
間
の
中
で
展
示
を
み
せ
て

い
た
だ
く
と
い
う
雰
囲
気
で
し
た
。そ
れ
が
ど
の
よ

う
に
、
現
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
開
か
れ
た
美
術

館
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
興
味

の
焦
点
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

不
用
意
に
建
物
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
自
分
に
は
、

硬
く
来
場
者
を
拒
否
す
る
よ
う
な
外
観
は
変
わ
っ

て
お
ら
ず
、
あ
る
意
味
で
裏
切
ら
れ
た
思
い
で
さ

ら
に
近
接
す
る
と
、
大
き
な
ス
ロ
ー
プ
に
よ
り
構

成
さ
れ
た
メ
イ
ン
広
場
、
地
下
部
分
の
ガ
ラ
ス
リ

ボ
ン
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
玄
関
か
ら
南
に
延
び
る

い
わ
ば
地
下
１
階
の
フ
ァ
サ
ー
ド
が
出
現
し
ま
し

た
。
重
量
を
感
じ
る
地
上
階
部
分
は
既
存
が
踏
襲

さ
れ
て
い
て
、
大
き
く
伸
び
る
庇
状
に
見
え
る
１

階
の
張
り
出
し
に
よ
り
、
上
階
の
重
さ
と
そ
の
下

の
ガ
ラ
ス
リ
ボ
ン
が
違
和
感
な
く
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
異
次
元
の
組
み
合
わ
せ
は
、
建
築
家
青
木

淳
氏
・
西
澤
徹
夫
氏
に
よ
る
壮
麗
な
歴
史
的
美
術

館
建
築
の
画
期
的
大
規
模
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
の
力
強
い
主
張
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

細
や
か
な
気
遣
い
の
内
部
を
通
り
、
東
山
キ
ュ

ー
ブ
に
到
達
し
ま
す
。
展
示
内
容
は
合
計
７
章
か

ら
な
る
京
都
の
建
築
の
近
代
史
で
あ
り
、
建
築
に

つ
い
て
も
建
築
家
だ
け
で
な
く
、
建
築
主
、
ま
た

使
い
手
ま
で
私
た
ち
が
知
ら
な
か
っ
た
情
報
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
っ
て
す
ぐ
に
、
明
倫
小
の

展
示
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
何
度
も
訪
問
し
た

聴
竹
居
で
も
、
藤
井
厚
二
作
の
焼
き
物
や
伊
藤
忠

太
の
祇
園
画
の
展
示
、
ラ
ビ
ッ
ト
社
の
歴
史
な
ど

に
も
注
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
堀
川
団
地
の
充
実

し
た
展
示
も
含
め
企
画
展
を
振
り
か
え
る
と
、
京

都
が
こ
れ
ら
の
モ
ダ
ン
建
築
に
よ
り
、
年
月
を
経

て
紡
い
で
き
た
歴
史
と
そ
の
動
的
な
変
化
が
未
来

に
続
く
こ
と
の
確
信
が
感
じ
ら
れ
る
一
日
で
あ
っ

た
と
感
謝
致
し
ま
す
。
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「京都だより」特集まとめ
（一社）京都府建築士会のホームページで、
「京都だより」の特集をまとめたPDFを
ご覧いただけます。
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I n f o r m a t i o n

藤井厚二・八木邸、
枚方宿のまちなみと

「市立枚方宿鍵屋資料館」見学会
女性部会

●ＣＰＤ　申請中
●日　時　3月5日（土）
 Ａ　午後0時40分～5時
 　　八木邸→枚方宿のまちなみ→
 　　市立枚方宿鍵屋資料館（解散）
 Ｂ　午後1時40分～6時
 　　八木邸→市立枚方宿鍵屋資料館→
 　　枚方宿のまちなみ
 　　（京阪枚方市駅解散）
●集合場所　京阪電車香里園駅
●講　師　八木邸倶楽部学芸員
　　　　　市立枚方宿鍵屋資料館学芸員
　　　　　枚方観光ボランティアガイド
●参加費　会員／2,000円
　　　　　一般／3,000円　
　　　　　学生／2,000円
　※�チケット購入サイトから、必要事項

をご入力いただき購入してください。
●定　員　Ａ・Ｂ　各10名
　　　　　（定員になり次第締切）　
●内　容
　�京阪沿線の住宅地・香里園に建つ藤井

厚二氏の設計である「八木邸（昭和５
年）」は、自然のエネルギーをうまく
取り入れ、快適に暮らすことができる
工夫が詰まった住宅です。また、現存
する藤井厚二氏の作品のなかでもオリ
ジナルの家具や調度品など、当時のも
のが数多く残り、昭和初期の暮らしを
今に伝えています。

　�枚方宿は、旧東海道五十三次の延長部
「京街道」の宿場町で、伏見と大坂を
結ぶ淀川舟運の中継港でした。地元の
まちづくり協議会が活動を続けておら
れ、歴史の町並み整備が進んでいます。
メインスポットとなる「市立枚方宿鍵
屋資料館」は、旅人の饗応の場であっ
た料理旅館・鍵屋を公開展示する施設
で往時の賑わいを彷彿とさせてくれま
す。

　�資料館では学芸員に解説いただくと共
に、まちあるきの時間は観光ガイドの
案内により街道を散策します。

建築家セミナー2022
永山祐子 講演会「建築というきっかけ」
� 青年部会 フォーラム・セミナー担当会
●ＣＰＤ　2単位
●日　時　2月26日（土）午後2時～４時
　　　　　（受付／午後１時30分～）
●会　場　ウィングス京都
　　　　　2階イベントホール
　　　　　京都市中京区東洞院六角下る
※地下鉄烏丸御池駅（5番出口）
　地下鉄四条駅・阪急烏丸駅（20番出口）
　より徒歩約5分
●講　師　永山祐子 氏　
� 建築家・永山祐子建築設計主宰
●参加費　無料
●定　員　240名
　　　　　（要 事前申込、先着順）
●申込締切　2月24日（木）
●内　容
　�今回の建築家セミナーは、現在開催中

の「2020年ドバイ国際博覧会日本館」
や「ルイ・ヴィトン京都大丸店」を設
計するなど、新進気鋭の建築家として
世界中から注目される永山祐子氏をお
招きします。

令和３年度 監理技術者講習
� 事業委員会
●ＣＰＤ　6単位 
●日　時
　第4回　3月2日（水）　
　受付開始／午前9時
　運営説明／午前9時20分～9時30分 
　講　習／午前9時30分～午後5時10分
●会　場　京都建設会館別館会議室 
●定　員　20名（定員になり次第締切）
●内　容
　�建築士会が行う『監理技術者講習』の

大きな特徴は、『建築に特化した講習
内容』であり、特にテキストは分かり
やすく、建築施工実務に役立つだけで
なく建築工事全体について学習できる
充実した内容となっています。また、
法定講習であると同時に建築士会CPD
認定研修でもあります。

　�設計業務にのみ従事されている方も建
築施工の知識を得るために、この機会
にぜひ積極的にご受講ください。

＜事業に参加される方へ＞
新型コロナ感染予防のために

・�感染拡大の状況により事業を中止または内容を
変更することがあります。

・�参加される際は必ずマスクを着用してください。
（熱中症などの対策が必要な場合を除きます。）

・�37.5℃以上の発熱や咳、くしゃみ等の症状のあ
る方は参加できません。

・�事業実施中は係員の指示に従い、手指の消毒や
手洗い、対人距離の確保（推奨２ｍ、最小1ｍ）
など、基本的な感染対策にご協力ください。

・�係員の指示に従わない場合は、参加をお断りす
る事があります。

・�感染拡大防止のため、連絡先の登録や接触確認
アプリのインストールにご協力をお願いします。

7Mon 常任理事会

2Wed すべての建築士のための総合研修

2Wed 監理技術者講習

7Mon 常任理事会

22Tue 支部長会議・理事会

18Fri
代議員選挙投票期限
茶室設計勉強会（第3回）

February2

March3

19Sat
cotohaさんと学ぶ
インドアグリーンと建築

5Sat
藤井厚二・八木邸、枚方宿のまちなみと

「市立枚方宿鍵屋資料館」見学会

12Sat 茶室設計勉強会（第4回）

26Sat
建築家セミナー 2022 
永山祐子講演会「建築というきっかけ」

3 2

※注意：京都建設会館の駐車場は 
利用できません

電話・FAX、またはホームページから 
お申し込みください。事業内容の詳細
は、ホームページをご確認ください。

（一社）京都府建築士会事務局
TEL075-211-2857 �FAX075-255-6077
https://www.kyotofu-kenchikushikai.jp
E-mail:contact@kyoto-kenchikushikai.jp

参 加 申 込
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入会していただくと

（一社）京都府建築士会  会員紹介書 FAX：075-255-6077

入会者を紹介します。

● 会員氏名

● お名前

● 入会申込書送付先
   〒

● 連絡先TEL

※ご紹介いただきました個人情報は、個人情報保護法に基づき適正に管理いたします。

入
会
者

期間：令和4年2月1日〜5月31日

このたび標記期間に入会キャンペーンを実施いたします。

特典のあるこの機会に、是非多くの建築士の方に建築士会への入会をお勧めください。

入会者のご紹介は、下記会員紹介書をご記入いただき事務局までFAXでお送りください。
追って入会申込書を送付致します。

会員厚生委員会

●	毎月会報誌が2冊届きます。《京都だより（京都版）・建築士（全国版）》

●	勉強会・見学会に会員価格で参加できます。

●	委員会・部会・研究会・同好会活動に参加・運営できます。

●	地域まちづくりに関する調査・研究・提案・実践・支援等に参加できます。

●	建築士会CPD（継続能力開発）制度に登録します。

●	（公社）日本建築士会連合会の建築士賠償責任補償制度、工事賠償責任補償制度に加入いただけます。

●	イベントのご案内や行政情報など最新の情報をメールでお届けします。

●	提携専門店での会員割引優待制度があります。

キャンペーン期間中に入会された方には特典として、
入会金（2,000円）が免除されます。

（一社）京都府建築士会

正会員（建築士免許をお持ちの方） 準会員（これから建築士になろうとする方） 賛助会員
入　会　金： 2,000円 入　会　金： 1,500円 入会金不要
会費（月額）： 1,500円
会費（年額）：18,000円

会費（月額）： 1,300円
会費（年額）：15,600円

会費（年額）：一口 36,000円

● 入会金・会費は次のようになっています。

I n f o r m a t i o n
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I n f o r m a t i o n

活動実績

令和４年度  助成対象「地域貢献活動」募集
募集期間：令和4年3月1日〜31日

京都まちづくり地域貢献活動センター

助成の内容は？

京都まちづくり地域貢献活動センターとは？

「京都まちづくり地域貢献活動センター」は地域のまちづくり活動を支援いたします。
詳しくは（一社）京都府建築士会ホームページをご覧いただくか、

地域貢献活動センター委員会までお問い合わせください。

活動センターは、建築士会会員が
参画する京都府内の地域貢献活動を
支援し、地域社会の発展に寄与する
ことを目的に設立されました。

建築士会及び個人・企業による寄
付による活動基金により運営されて
います。

建築士会会員２名以上が参画する、
営利目的としない前記８つの地域貢
献活動に対して以下の助成を行いま
す。

　１　活動費の助成
　２　情報の提供
　３　技術の提供（人材派遣）

活動の内容

センター代表　　髙田光雄 
委員長　　　　　髙田光雄
副委員長　　　　髙木伸人
委　員　　江坂幸典　　　北原章裕
　　　　　瀧口　静　　　椿森昌史
　　　　　冨山育子

活動センター委員会

建築士会員が参画する次の８つの
活動で、営利を目的としない地域貢
献活動

１　地域のまちづくり
２　自然環境の保全・整備
３　福祉環境の整備
４　地域防災体制づくり
５　歴史的遺産の再生と活用
６　居住環境の保全・改善
７　景観の保全
８　その他地域活性化活動

助成の対象

●１件３０万円かつ総事業費の
　１／２を限度とする
●１事業単年度の助成額は
　１５万円を上限とする
●継続事業は３年以内とする 

助成額

●ＮＰＯ法人古材文化の会  企画部会

　＜事業名称＞  ぶんぶんカフェ

●特定非営利活動法人  天橋作事組

　＜事業名称＞  文化財活用（重要文化財旧三上家住宅）

●�活動団体に所属し、かつ３年以上
建築士会に在籍する会員が申込む

●所定の助成申込書を使用
　�申込書は（一社）京都府建築士会

ホームページからダウンロードす
ることができます

　ホームページアドレス　
　https://www.kyotofu-
� kenchikushikai.jp
●助成及び助成額は
　活動センター委員会が決定する

助成の申込（３月末まで）

●�活動が完了後、所定の完了報告書
を提出（ホームページに掲載予定）

●�継続事業は年度末に中間報告書を
提出

●�報告書等の提出後、報告会を開催
し、情報・技術の交流を図る

報告等
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［
実
施
場
所
］

三
条
通
界
隈

［
結
果
報
告
］

今
回
で
４
回
目
と
な
る
「
近
代
建
築
Ｗ
Ｅ

Ｅ
K
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策

を
実
施
し
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
す
こ
と
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
近
代
建
築
の
保
全
に
つ

い
て
、
横
浜
に
お
け
る
行
政
の
取
組
み
、
尼
崎
に

お
け
る
市
民
の
取
組
み
、
全
国
各
地
に
お
け
る
ホ

テ
ル
事
業
者
の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
三
条
で
の

展
開
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

Y
ouT

ube Live

で
の
配
信
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
は
50
名
程
度
の
参
加
で
あ
っ
た
も
の
の
、
１
週

間
限
定
公
開
の
間
に
、
４
０
０
名
以
上
の
視
聴
が

あ
り
ま
し
た
。

各
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
も
、
定
員
を
絞
っ
た
開
催

で
し
た
が
、
特
に
大
人
向
け
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
受
付
で
す
ぐ
に
定
員
が
埋
ま
り
、
期

待
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
所
有
者
・
管
理
者
か
ら
の
話

を
直
接
聞
け
る
点
が
魅
力
だ
」
と
い
う
意
見
が
多

く
、
こ
れ
は
普
段
の
地
道
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

成
果
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
少
人
数
の
開
催
が
、

逆
に
参
加
者
の
満
足
度
を
高
め
る
結
果
と
も
な
り

ま
し
た
。

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ラ
リ
ー
で
は
、
三
条
の

近
代
建
築
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
や
、
写
真
を
建
築

年
順
に
並
べ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
な
っ

た
後
、
通
り
へ
繰
り
出
し
、
各
近
代
建
築
の
デ
ィ

テ
ィ
ー
ル
写
真
か
ら
ど
の
建
物
の
も
の
か
を
探
す

ラ
リ
ー
を
実
施
し
、
参
加
し
た
子
ど
も
に
「
三
条

の
近
代
建
築
こ
ど
も
博
士
」
の
賞
状
を
授
与
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
ん
で
参
加
・
学
習
し

て
く
れ
、
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
の
な
い
「
近
代
建

築
」
へ
の
理
解
醸
成
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

保
護
者
か
ら
も
「
知
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
保
護
者
も
一
緒
に
参
加
す

る
こ
と
の
企
画
意
図
通
り
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

京
の
三
条
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
京
都
文
化
博

物
館
、
N
P
O
法
人
京
都
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
そ

し
て
建
築
士
会
と
の
協
働
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
、
近
代
建
築
W
E
E
K
が
ま
さ
に
、

「
地
域
に
ね
ざ
し
た
」
存
在
と
し
て
定
着
し
て
き

ま
し
た
。
建
築
士
会
と
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
だ
け
で
な
く
、
女
性
部
会
の
協
力
も
い
た
だ

き
、
各
事
業
を
滞
り
な
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

篁　

正
康

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

近
代
建
築
W
E
E
K
２
０
２
０ 

～
ま
ち
に
ね
ざ
す
～

Sat
〜

Sun

9/26

10/4

2020
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［
実
施
場
所
］

妙
心
寺

［
結
果
報
告
］

大
地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
中
、
歴
史
的
建

造
物
や
町
並
み
を
災
害
か
ら
如
何
に
し
て
守
る
か

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
防
災
研
究
者
で
当
委
員
で
も

あ
る
大
窪
健
之
氏
を
講
師
に
、
座
学
と
見
学
会
の

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
座
学
で
は

木
造
文
化
都
市
の
意
義
と
課
題
、
対
策
事
例
に
つ

い
て
学
び
、
今
回
は
実
際
に
対
策
を
さ
れ
た
臨
済

宗
妙
心
寺
派
大
本
山
の
妙
心
寺
を
見
学
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
見
学
会
に
は
18
名
が
参
加
し
、
大
窪

氏
を
始
め
妙
心
寺
様
、
防
災
設
計
者
様
、
防
災
機

器
メ
ー
カ
ー
様
に
解
説
を
頂
き
ま
し
た
。

妙
心
寺
は
広
大
な
境
内
に
重
要
文
化
財
を
始
め

数
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
が
建
つ
中
、
周
囲
は
密

集
し
た
住
宅
地
で
、
火
災
に
よ
る
延
焼
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
北
と
北
西
の
エ
リ
ア
か
ら
境

内
に
火
が
入
り
易
く
隣
接
地
の
境
に
延
焼
を
抑
止

す
る
対
策
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
判
明
。
そ
の
こ

と
か
ら
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
外
壁
面
に
散
水
し

一
時
的
に
耐
火
性
を
持
た
せ
る
街
路
壁
面
散
水
設

備
（
W
S
S
）
を
北
門
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
境

内
に
は
２
７
０
０
㎥
の
貯
水
槽
と
放
水
銃
、
屋
内

消
火
栓
、
ド
レ
ン
チ
ャ
ー
等
１
５
９
ヶ
所
に
消
火

設
備
が
設
け
ら
れ
、
配
管
は
地
中
埋
設
式
に
さ
れ

る
な
ど
景
観
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
見
学

を
終
え
、
膨
大
で
緻
密
な
防
災
の
取
組
み
に
敬
意

を
表
す
る
と
同
時
に
周
辺
の
諸
条
件
を
踏
ま
え
て

防
災
計
画
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

熊
田　

孝

ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
委
員
会

歴
史
的
建
造
物
と
歴
史
的
町
並
み
を
災
害
か
ら
守
る
方
法
を
学
ぶ  

②
見
学

Sun

10/25
2020

I n f o r m a t i o n

　この証明書は偽造防止等の対策を講じたもので、
建築士事務所に掲示するものとして相応しい建築士
登録証明書となっております。
　ご希望の際は、下記をご確認のうえお手続きくだ
さい。

●必要書類
　（1）	証明願（和文）
　（2）	一級建築士免許証（免許証明書）の写し
　（3）	本人確認ができる公的な身分証明書（写し）
　（4）	郵送申込：
	 発行手数料1,780 円に、
	 返信用レターパック代520円を加算した
	 2,300円分の定額小為替を同封して下さい。
●申請先：〒108-0014　
　　　　　東京都港区芝5-26-20  建築会館5F
　　　　　（公社）日本建築士会連合会  登録部

※郵送期間を含め約1週間かかりますので余裕を
　もってご依頼ください。

「免状型」
一級建築士登録証明書

（事務所等掲示用）の
発行について

妙心寺北門脇に設けられた
街路壁面散水設備（WSS）

放水銃の操作方法を解説頂いた
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特　
集

京
都
花
街
の
都
市
史
・
建
築
史　
第
３
回

北
野
の
遊
興
空
間

～
宮
廷
文
化
の
伝
搬

　
と
芝
居
の
森
～井

上　

年
和

１ 

北
野
の
芸
能
と
茶
屋

前
回
は
北
野
の
茶
屋
の
始
ま
り
と
そ
の
後
の
展

開
に
つ
い
て
触
れ
た
。
花
街
の
発
生
に
は
も
ち
ろ

ん
茶
屋
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
が
、
茶
屋
が
建
て

ら
れ
た
だ
け
で
は
「
お
茶
屋
」
に
は
至
ら
な
い
し
、

単
に
茶
屋
が
建
ち
並
ん
だ
だ
け
で
は
花
街
は
成
立

し
な
い
。

茶
屋
で
働
く
茶
立
女
や
茶
汲
女
、
あ
る
い
は
飯

盛
女
が
遊
女
と
化
し
、
遊
廓
が
成
立
し
て
い
っ
た

な
ど
と
の
説
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
現
在
見

ら
れ
る
よ
う
な
華
や
か
な
花
街
文
化
は
形
成
さ
れ

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
何
故
、
京
都
を
代
表
す
る
よ
う
な
花

街
文
化
が
成
立
し
た
の
か
。

そ
れ
は
、
茶
屋
と
芸
能
の
発
達
が
深
く
結
び
つ

い
て
い
く
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
北
野
の
地
は
茶
屋
と
芸
能
が
結
び
付

き
、
現
在
の
花
街
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
過
程
が
追

え
る
稀
有
な
場
な
の
で
あ
る
。

２ 

北
野
祭
と
神
事

そ
も
そ
も
「
芸
能
」
と
い
う
言
葉
は
、
使
い
始

め
ら
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
間
に
そ
の
意
味
や
内

容
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。

林
屋
辰
三
郎
に
よ
る
と
、『
後
漢
書
』、『
史
記
』、

『
舊
唐
書
』
な
ど
の
漢
籍
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も

の
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
で

の
初
見
は
律
令
の
醫
疾
令
の
中
で
学
問
的
技
能
を

表
す
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
個
人
が

主
体
的
に
発
揮
し
う
る
実
力
を
指
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
。

こ
れ
が
平
安
末
期
に
な
る
と
、
宮
中
で
の
朗
詠
、

今
様
、
萬
歳
楽
、
白
拍
子
、
咒
曲
、
乱
舞
、
読
経
、

俱
舎
な
ど
会
遊
時
の
余
興
な
ど
と
し
て
芸
能
と
い

う
言
葉
が
用
い
ら
れ
、
現
代
的
な
意
味
と
近
づ
い

て
く
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
北
野
社
に
お
い
て
は
、
遣
唐
使
派
遣
の

た
め
天
神
地
祇
が
祀
ら
れ
た
の
が
８
３
６
（
承
和

３
）
年
、菅
原
道
真
が
祀
ら
れ
た
の
が
９
０
４
（
延

喜
４
）
年
の
こ
と
で
、
以
降
は
天
皇
行
幸
や
祭
り

に
あ
わ
せ
、
様
々
な
行
事
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
１
０
９
２
（
寛
治
６
）
年
８
月
５
日
に
は

北
野
祭
に
あ
わ
せ
「
楽
人
」
お
よ
び
「
相
撲
」、

１
１
０
８
（
天
仁
元
）
年
８
月
４
日
に
は
「
神
馬

十
列
」
が
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
雅
楽
演
奏
や
相
撲
、
競
馬
な
ど
は
神
事

と
し
て
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個

人
が
発
揮
し
う
る
力
を
神
に
捧
げ
る
と
い
う
意
味

で
は
、
新
義
の
芸
能
を
指
す
。

３ 

神
社
境
内
に
お
け
る

　

 

朝
廷
文
化
の
伝
搬

（
１
）
白
拍
子
と
猿
楽
、
田
楽

平
安
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
は
、
芸
能
も
多

様
化
し
、
北
野
社
に
お
け
る
神
事
に
も
影
響
を
与

え
る
。

鎌
倉
時
代
の
公
家
で
あ
る
民
部
卿
権
中
納
言
、

広
橋
経
光
の
日
記
『
民
経
記
』
寛
喜
元
年
（
１
２

２
９
）
条
に
は
、

　

�「
参
北
野
、
于
時
黄
昏
也
、
今
日
依
朔
幣
毎
事

稠
人
也
、
毎
月
朔
幣
白
拍
子
等
巡
役
云
々
、」

と
あ
り
、
北
野
社
に
お
け
る
毎
月
の
朔
幣
で
白
拍

子
が
役
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い

る
。こ

の
記
事
に
関
し
て
は
網
野
善
彦
に
よ
る
と
、

白
拍
子
は
朝
廷
に
関
わ
る
「
白
拍
奉
行
人
」
に
よ

り
管
理
さ
れ
て
お
り
、
北
野
社
の
何
ら
か
の
機
関

に
よ
る
公
的
な
役
職
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
も
し
そ
う
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

公
家
の
参
列
す
る
行
事
の
中
で
の
奉
仕
は
宮
廷
文

化
と
深
く
関
り
が
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
白
拍
子
は
境
内
の
ど
こ
で
行
わ
れ
た
か
判

ら
な
い
が
、
神
社
境
内
は
宮
廷
内
部
で
育
ま
れ
た

芸
能
が
行
事
と
し
て
取
り
込
ま
れ
、
披
露
さ
れ
る

場
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

時
代
は
下
が
る
が
、
そ
の
後
の
宮
廷
内
の
芸
能

と
し
て
は
散
楽
か
ら
派
生
し
た
と
言
わ
れ
る
猿
楽

も
北
野
社
境
内
で
催
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。

『
北
野
天
満
宮
史
料　

古
記
録
』「
法
花
堂
事
并

社
家
故
実
少
々
註
之
」
１
３
８
２
（
永
徳
２
）
年

５
月
１
日
条
、

　

�「
御
前
大
庭
ニ
テ
犬
王
猿
楽
ニ
テ
ア
リ
ケ
ル
ニ
、

其
時
拝
殿
ノ
屋
ね
の
上
へ
諸
人
ノ
ホ
リ
テ
ア
リ
、

余
浅
増
敷
事
也
ト
テ
、
其
後
ハ
毘
沙
門
堂
ノ
御

前
ニ
テ
ス
ル
也
、
毘
沙
門
堂
ノ
前
ニ
テ
始
而
ス

ル
初
ハ
、
同
八
日
近
江
吉
カ
最
初
也
、」

犬
王
は
法
名
を
道
阿
弥（
こ
れ
以
前
は
犬
阿
弥
）

と
い
い
、
近
江
猿
楽
日
吉
座
の
役
者
で
あ
る
。
こ

の
日
行
わ
れ
た
北
野
社
の
猿
楽
で
は
、
多
く
の
見

物
人
が
押
し
か
け
、
猿
楽
を
見
る
た
め
に
拝
殿
の

屋
根
の
上
ま
で
上
が
っ
て
し
ま
い
「
浅
増
敷
（
あ

さ
ま
し
き
）
事
」
な
の
で
、
御
前
大
庭
か
ら
毘
沙

門
堂
の
前
へ
移
し
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
宮
廷
行
事
や
神
事
に
関
わ
る
芸

能
は
神
殿
前
の
囲
わ
れ
た
空
間
の
中
で
行
わ
れ
、

庶
民
に
開
放
す
る
に
は
場
の
容
量
が
小
さ
い
た
め
、

見
物
場
が
屋
根
の
上
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

『
後
鑑
』
に
は
１
４
１
３
（
応
永
20
）
年
７
月

条
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、
観
世
太
夫
に

よ
る
能
が
庶
民
に
も
開
放
さ
れ
た
様
子
が
伝
え
ら

れ
る
。

　

�「
是
月　

依
北
野
勧
進
猿
楽
事
。
多
賀
豊
後
守

令
見
物
以
下
事
。

古
文
書
載

　

�

来
十
日
ヨ
リ
。
於
北
野
七
日
間
観
世
太
夫
□

能
ヲ
セ
ラ
レ
畢
。
望
之
人
ハ
貴
賤
ヲ
論
ゼ
ズ
。

いのうえ・としかず
京都美術工芸大学工芸学部准教授
専門／日本建築史、文化財建造物保存修理
1969年 大阪府生まれ

図２　法師田楽
庶⺠が屋根にのぼり見物する様子（『年中行事絵巻』より転載）

図１　北野天満宮における白拍子の舞
（撮影　大道雪代）



7   Kyoto Dayori  February 2022

老
若
ヲ
イ
ハ
ズ
見
物
有
ベ
シ
。
猶
以
喧
嘩
口

論
御
停
止
之
処
也
。
仍
如
件
。

　

應
永
二
十
年
七
月　

日　
　
　
　

豊
後
守
」

こ
の
記
事
に
は
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

の
、
貴
賤
の
区
別
な
く
望
む
も
の
を
み
な
収
容
す

る
ほ
ど
の
場
と
し
て
廻
廊
の
外
で
行
わ
れ
た
と
考

え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
、
芸
能
の
場
は
庶
民
の
力
に
よ
り

神
殿
前
か
ら
徐
々
に
外
に
開
放
さ
れ
て
い
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

（
２
）�

経
王
堂
の
読
経
に
お
け
る

鋳
鐘
、
傀
儡
、
馬
乗

北
野
社
に
お
け
る
芸
能
は
、
前
項
ま
で
で
述
べ

た
神
事
に
関
連
し
た
場
の
み
な
ら
ず
、
境
内
の
あ

ら
ゆ
る
場
所
で
催
さ
れ
て
い
た
。

表
１
は
北
野
経
王
堂
前
で
行
わ
れ
て
い
た
鐘
鋳

の
年
表
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
梵
鐘
の
鋳
造
は
、
芸
能
興
行
が
盛
ん
で

人
々
が
多
く
集
ま
り
、
勧
進
の
寄
付
集
め
が
容
易

で
あ
っ
た
こ
と
と
、
鋳
造
は
仕
込
み
か
ら
鋳
あ
が

っ
て
力
車
に
乗
せ
て
引
き
返
る
ま
で
の
行
程
そ
の

も
の
が
行
楽
の
見
物
対
象
で
あ
り
、
芸
能
と
な
り

得
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
経
王
堂
前
で
は
北
野
社
用
の
鐘
で
は
な

く
善
光
寺
、
山
下
寺
、
誓
願
寺
、
大
仏
等
、
他
の

寺
の
鐘
や
蘿
髪
を
造
っ
て
い
た
よ
う
で
、
天
神
講

の
あ
る
25
日
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
も

多
く
、
経
王
堂
で
の
鋳
造
を
見
物
に
多
く
の
人
が

集
ま
り
、
芸
能
興
行
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
そ
の
場
に
は
他
の
芸
能
も
集
ま
り
、
北
野
社

周
辺
の
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

前
回
号
で
は
、
15
世
紀
に
皇
族
で
あ
る
伏
見
宮

貞
成
親
王
が
北
野
の
一
切
経
供
養
に
併
せ
他
の
公

卿
や
僧
と
訪
れ
饗
宴
を
催
し
た
り
、
永
禄
年
間
頃

（
16
世
紀
中
頃
）
に
も
経
王
堂
の
横
で
貴
族
が
幔

幕
を
張
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
他
に
も
「
言

継
卿
記
」
な
ど
を
み
る
と
、
千
部
経
に
併
せ
て
傀

儡
（
く
ぐ
つ
）（
１
５
６
８
（
永
禄
10
）
年
３
月

29
日
）
や
曲
馬
乗
（
１
５
８
３
（
天
正
11
）
年
８

月
12
日
）
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
経
堂
周
辺
で
は
神

事
と
は
違
う
形
で
の
芸
能
が
度
々
開
催
さ
れ
、
そ

こ
に
は
貴
賤
を
問
わ
ず
人
々
が
集
ま
り
賑
わ
い
を

呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

傀
儡
（
く
ぐ
つ
）
と
は
、
日
本
の
中
・
近
世
に
、

人
形
芝
居
を
見
せ
る
な
ど
し
て
諸
国
を
旅
し
た
漂

泊
の
芸
能
者
集
団
で
、
平
安
後
期
に
書
か
れ
た
大

江
匡
房
に
記
さ
れ
た
『
傀
儡
記
』
に
よ
る
と
、
定

ま
っ
た
家
が
無
く
、
穹
廬
氈
帳
（
き
ゅ
う
ろ
せ
ん

ち
ょ
う　

蒙
古
の
パ
オ
の
よ
う
な
も
の
）
を
住
居

と
し
、
水
草
を
逐
っ
て
移
動
し
、
北
狄
（
ほ
く
て

き　

北
方
の
遊
牧
民
）
の
暮
ら
し
に
似
て
、
男
は

弓
馬
を
使
っ
て
狩
猟
を
行
う
か
た
わ
ら
、
奇
術
・

幻
術
を
行
い
、「
木
人
」（
人
形
）
を
舞
わ
し
、
女

は
化
粧
を
し
て
今
様
な
ど
を
謡
い
、
客
を
引
く
特

異
な
風
俗
の
民
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

や
が
て
女
の
長
者
に
よ
っ
て
率
い
ら
れ
た
傀
儡

は
、
今
様
・
朗
詠
を
謡
っ
て
旅
情
を
な
ぐ
さ
め
、

酒
席
・
宴
席
に
侍
る
な
ど
、
水
辺
の
遊
女
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
ぬ
営
業
形
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。

言
経
卿
記
に
書
か
れ
た
16
世
紀
頃
の
傀
儡
も
同

じ
よ
う
な
生
活
を
続
け
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
こ
の
よ
う
な
職
業
的
芸
能
集
団
が
芸
を
催

す
場
と
し
て
北
野
社
境
内
が
供
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

（
３
）
社
家
宅
の
桟
敷

北
野
社
周
辺
に
お
い
て
芸
能
が
興
行
さ
れ
た
の

は
、
実
は
社
頭
や
経
堂
周
辺
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

『
北
野
社
家
日
記
』
延
徳
元
年
（
１
４
８
９
）

９
月
23
日
条
に
は
、

「
一
、�

就
当
所
舞
、
近
衛
殿
様
上
﨟
御
方
御
桟

敷
在
之
、
仍
御
畳
・
簾
・
障
子
等
事
被

仰
間
、
御
成
間
進
上
之
、
以
西
洞
院
殿

被
仰
出
也
、」

と
あ
り
、
社
家
で
舞
が
あ
っ
た
。
桟
敷
を
拵
え
、

畳
を
敷
き
、
簾
、
障
子
等
を
設
え
、
御
成
間
ま
で

誂
え
入
念
な
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

同
日
記
に
は
１
４
９
１
（
延
徳
３
）
年
２
月
26

日
に
は
能
椿
坊
で
も
「
御
し
は
ヰ
」（
お
芝
居
）
が
、

同
年
７
月
23
日
に
は
盛
輪
院
で
舞
勧
進
が
あ
り
、

１
５
０
０
（
明
応
９
）
年
９
月
９
日
に
は
松
梅
院

が
能
椿
坊
よ
り
芝
居
料
足
を
受
け
取
っ
た
記
事
も

み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
社
家
で
舞
や
芝
居
等
の
芸
能
が
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
度
々
の
室
町
将
軍

参
籠
に
よ
り
社
家
も
休
憩
所
や
宿
坊
に
使
わ
れ
、

楽
人
や
芸
能
者
と
北
野
社
家
と
の
距
離
が
近
く
な

っ
た
た
め
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
北
野
の
芸
能

は
、
北
野
社
内
の
広
場
の
み
な
ら
ず
、
社
家
で
開

催
さ
れ
、
邸
宅
内
に
は
そ
の
た
め
の
施
設
が
拵
え

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
社
家
と
の
繋
が
り
を
強
く
し
た
芸
能

集
団
た
ち
が
、
や
が
て
徳
勝
院
長
屋
な
ど
に
よ
っ

て
女
子
の
踊
り
や
狂
言
、
芝
居
な
ど
を
茶
屋
な
ど

に
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
現
在
の
上

七
軒
花
街
の
発
祥
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

４ 
近
世
に
お
け
る

　

 

芸
能
の
大
衆
化

（
１
）
や
や
こ
踊
り

『
北
野
社
家
日
記
』
に
は
１
５
９
１
（
天
正
19
）

年
５
月
24
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　

�「
や
ゝ
こ
お
と
り
松
梅
院
へ
参
お
と
り
申
候
、

百
疋
被
遣
候
、
明
日
二
十
五
日
に
く
わ
ん
し
ん

仕
た
き
と
て
参
候
、
則
茶
の
の
う
し
ろ
ニ
て
見

海
い
は
の
き
わ
を
つ
か
ま
つ
れ
と
被
仰
出
候
、」

松
梅
院
に
や
や
こ
が
踊
り
に
来
て
、
25
日
か
ら

勧
進
を
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
。「
や
や
こ
」

と
は
当
時
一
世
を
風
靡
し
て
い
た
「
お
国
」
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
別
人
物
で
関
係
が
深
い
者
で

あ
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
。

こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
恭
子
氏
に
よ

っ
て
北
野
社
家
日
記
の
原
文
読
み
下
し
か
ら
の
研

究
成
果
が
あ
り
、「
茶
の
の
う
し
ろ
」
は
「
茶
や

の
う
し
ろ
」、「
い
は
の
き
わ
」
は
「
ば
は
の
き
わ
」

で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

松
梅
院
が
お
国
に
指
示
し
た
勧
進
場
所
と
は
、

松
梅
院
か
ら
見
て
茶
屋
の
後
ろ
で
、
馬
場
（
右
近
馬

場
）
の
際
、
つ
ま
り
北
野
社
東
門
前
で
あ
る
と
い
う
。

出
光
美
術
館
、
堺
市
博
物
館
及
び
京
都
国
立
博

物
館
所
蔵
の
『
洛
中
洛
外
図
』
で
は
い
ず
れ
も
北

野
社
東
門
前
、
茶
屋
の
東
側
で
歌
舞
伎
が
興
行
さ

れ
て
い
る
し
、
そ
の
演
目
は
「
茶
屋
遊
び
」
で
あ

る
。
茶
屋
の
東
側
は
確
か
に
茶
屋
の
後
ろ
で
あ
る

が
、『
１
６
３
７
（
寛
永
14
）
年
洛
中
絵
図
』
で
は
、

高
善
院
、
能
周
、
杢
な
ど
で
い
ず
れ
も
社
家
が
並

び
、
そ
の
後
は
弁
財
天
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
が
天
正
頃
は
空
地
だ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
歌
舞

伎
が
興
行
さ
れ
た
の
は
松
梅
院
の
敷
地
内
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
国
と
思
し
き
人
物
は
、１
５
９
３
（
文
禄
２
）

年
６
月
２
日
に
も
松
梅
院
へ
来
て
酒
を
飲
ま
さ
れ

て
踊
っ
て
い
る
し
、（
こ
の
時
は
一
寸
女
と
記
載
）、

１
６
０
４
（
慶
長
９
）
年
12
月
27
日
に
も
礼
に
来

て
い
る
。

幕
府
か
ら
は
「
か
ぶ
き
く
る
い
」（
駿
府
訴
訟

書
付
類
）、
社
中
か
ら
も
「
於
社
中
く
に
と
申
か

ふ
き
女
と
松
梅
院
み
た
れ
な
る
事
」（
北
野
光
乗

坊
文
書
）
な
ど
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
松
梅
院
と
お

国
と
の
関
係
は
親
密
で
あ
っ
た
。

（
２
）
芝
の
勧
進
能
場

社
家
宅
内
あ
る
い
は
隣
接
し
た
場
で
開
催
さ
れ

て
い
た
芝
居
や
能
な
ど
の
芸
能
は
、
近
世
に
な
る

と
境
内
の
随
所
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

『
北
野
社
家
日
記
』
１
５
９
８
（
慶
長
３
）
年

11
月
17
日
条
に
、

和　　暦 西暦 記　　　　事 出　典
延徳3年4月7日 1491 今日鐘鋳辰刻云々、貴賤群衆無是非者也、仍社家警固、西京加下知、各罷向者也、 北野社家日記

今日北野宮寺鋳鐘云々、都鄙貴賤群衆、言語道断云々、 実隆公記
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云々 北野社家日記
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永正15年4月25日 1518 山下鐘於北野鋳之、無事鋳之、数万人群集云々 厳助大僧正記

天文14年3月26日 1545 今日誓願寺鐘、北野経堂北にて鋳之間、（中略）見物に参詣、都鄙貴賤男女不去道
也、何万人共不知数也、暫令見物、帰宅了 言継卿記

永禄12年4月8日 1569 今日於経堂大仏之蘿髪鋳之、都鄙之貴賤男女群衆云々、南向参詣云々 言継卿記

永禄12年4月25日 1569 於北野経堂、又大仏之蘿髪鋳之、貴賤群衆云々、 言継卿記

表１　北野社における鋳鐘
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調
子
を
上
げ
に
け
り
。（
後
略
）」

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
近
世
初
頭
の
北
野
社
周
辺

は
常
に
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
場
所
の
イ
メ
ー
ジ

が
持
た
れ
て
い
た
。

「
北
野
天
満
宮
史
料
」
に
掲
載
さ
れ
た
近
世
初

頭
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で
の
開
催
場
所
が
特
定
で

き
る
芸
能
興
行
を
抽
出
す
る
と
、
能
や
芝
居
の
他

に
も
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
、
物
ま
ね
、
辻
放
下
、
ち

ょ
ろ
け
ん
、
か
る
わ
ざ
な
ど
、
芸
能
の
種
類
も
大

衆
的
な
も
の
が
増
加
す
る
様
子
が
伺
え
る
。

場
所
は
「
経
堂
小
芝
（
経
堂
北
芝
）」
の
ほ
か

に
「
上
之
森
」
や
「
中
之
森
」、「
下
之
森
」、「
七

本
松
」
な
ど
で
あ
る
。

『
慶
長
昭
和
京
都
地
図
集
成
』「
元
禄
十
四
年
實

測
大
絵
図
」（
図
４ 

前
号
再
掲
）
で
当
時
の
北
野

社
周
辺
を
み
る
と
、
北
野
天
満
宮
周
辺
に
は
本
社

北
・
南
・
東
の
３
方
と
南
東
に
少
し
離
れ
た
位
置

に
「
林
」
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

上
之
森
は
本
社
と
社
家
宅
で
囲
わ
れ
て
い
る
が
、

１
７
０
１
（
元
禄
14
）
年
西
側
の
土
手
（
お
土
居
）

を
切
り
開
き
、
翌
々
年
の
元
禄
16
年
に
は
平
野
社

前
の
道
も
整
備
さ
れ
、
以
後
、
北
野
社
か
ら
平
野

社
へ
抜
け
る
参
詣
者
の
通
路
と
な
り
、
茶
屋
が
建

ち
並
ぶ
よ
う
に
な
る
。

中
之
森
は
、
南
方
に
経
王
堂
が
位
置
し
て
い
る

　

�「
十
七
日
、
天
気
快
晴
、
能
松
入
公
ニ
く
わ
ん

せ
能
仕
由
也
、
目
代
を
よ
ひ
、
森
枝
葉
折
と
ら

セ
候
ハ
ヽ
曲
事
之
由
申
付
也
、
能
松
能
存
を
以

申
様
ハ
、
さ
敷
を
当
坊
の
分
う
ち
申
た
る
由
申

し
越
候
、
さ
候
へ
共
見
物
ニ
不
参
也
、
養
命
坊

ハ
見
物
ニ
御
出
之
由
申
也
、」

と
あ
り
、
森
の
枝
葉
を
取
り
、
観
世
能
が
催
さ
れ
、

１
６
０
４
（
慶
長
９
）
年
４
月
19
日
に
は
女
房
能

（
時
慶
喞
記
）
が
あ
り
、
終
日
に
わ
た
り
鼓
・
謡

の
声
が
聞
こ
え
た
様
子
が
記
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
記
事
は
何
れ
も
場
所
の
記
載
が
な
い
が
、

社
家
な
ど
で
は
な
く
、
境
内
に
お
い
て
一
般
の
参

詣
者
に
も
解
放
さ
れ
た
場
所
が
想
定
さ
れ
る
。

能
演
地
の
具
体
的
な
場
所
が
特
定
で
き
る
記
事

と
し
て
は
、『
北
野
天
満
宮
記
録 

目
代
日
記
』
１

６
３
２
（
寛
永
９
）
年
７
月
「
経
堂
小
芝
」（
８

月
に
は
「
経
堂
北
芝
」
と
記
載
）
に
お
け
る
計
画

が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
能
演
地
は
９
月
１
日
に
縄
張
り
が
行
わ
れ
、

そ
の
規
模
は
南
北
30
間（
約
60
ｍ
）、東
西
28
間（
約

54
ｍ
）
に
及
ぶ
大
規
模
な
も
の
で
、
９
月
21
日
か

ら
25
日
ま
で
能
演
が
開
催
さ
れ
、
松
梅
院
の
桟
敷

二
間
と
目
代
の
桟
敷
一
間
が
設
え
ら
れ
た
。

こ
の
「
経
堂
小
芝
」
あ
る
い
は
「
経
堂
北
芝
」

は
経
王
堂
の
周
辺
で
、
中
世
に
は
千
部
経
に
併
せ

鋳
鐘
や
傀
儡
、
曲
馬
な
ど
大
衆
に
向
け
た
様
々
な

芸
能
が
催
さ
れ
て
い
た
場
所
で
、
こ
こ
に
社
家
の

芸
能
が
規
模
を
拡
大
し
進
出
し
た
と
捉
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
３
）
上
之
森
・
中
之
森
・
下
之
森
の
様
相

元
和
年
間
刊
行
の
「
竹
斎
」
に
は
、

　

�「（
前
略
）
北
野
の
社
に
参
り
て
見
れ
ば
、
貴
賤

群
衆
の
限
り
な
く
、
輿
や
車
を
遣
り
違
へ
、
時

め
き
あ
へ
る
そ
の
中
に
、（
中
略
）
又
、
有
方

を
見
て
あ
れ
ば
、
連
歌
の
座
敷
と
打
見
え
て
、

唐
木
の
筆
臺
、
花
梨
の
文
臺
、
下
繪
の
懐
紙
折

重
ね
、
執
筆
と
見
え
し
若
男
、
衣
紋
気
高
く
引

繕
ひ
、
慇
懃
げ
に
も
差
し
出
て
、
宗
匠
座
敷
に

直
り
け
れ
ば
、既
に
連
歌
は
始
ま
り
ぬ
（
中
略
）

　

�

又
或
方
を
見
て
あ
れ
ば
、
若
侍
を
り
あ
ひ
て
、

大
声
を
挙
げ
て
鞠
を
蹴
る
。（
中
略
）
又
或
方

を
見
て
あ
れ
ば
、遊
女
遊
君
集
り
て
、若
き
人
々

打
交
り
、
三
味
線
・
胡
弓
に
綾
竹
や
調
べ
添
え

た
る
そ
の
中
に
、
石
村
検
校
参
ら
れ
て
、
歌
の

こ
と
か
ら
、
近
世
初
頭
の
「
経
堂
小
芝
」、「
経
堂

北
芝
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
な
る
と
茶
店
が
建

ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
専
ら
空
間
地
や
東
側
の
土

地
で
相
撲
な
ど
が
行
わ
れ
る
に
と
ど
ま
る
よ
う
に

な
る
。

下
之
森
も
江
戸
中
期
頃
か
ら
茶
屋
の
常
設
化
や

宅
地
化
が
進
み
森
と
町
と
が
隣
接
す
る
よ
う
に
な

る
が
、
敷
地
が
広
大
で
畑
も
隣
接
し
て
い
た
こ
と

か
ら
江
戸
時
代
を
通
じ
て
芸
能
空
間
に
供
さ
れ
て

い
た
。

い
ず
れ
も
木
の
生
い
茂
っ
た
エ
リ
ア
を
意
味
し
、

こ
の
中
で
芸
能
が
開
催
さ
れ
て
い
た
光
景
が
浮
か

び
上
が
る
。

た
だ
し
、
上
之
森
で
は
神
事
、
中
之
森
や
東
門

前
で
は
で
は
能
な
ど
神
事
か
ら
派
生
、
あ
る
い
は

社
家
が
関
与
す
る
も
の
、
下
之
森
で
は
大
衆
化
さ

れ
た
も
の
と
い
っ
た
よ
う
に
、
各
森
で
開
催
さ
れ

る
芸
能
は
、
神
へ
の
近
さ
に
対
し
て
階
層
性
を
持

つ
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
七
本
松
の
勧
進
能
場

京
都
市
歴
史
資
料
館
に
は
「
観
世
太
夫
勧
進
能

芝
居
之
絵
図
」
が
残
る
（
荻
野
家
文
書
）（
図
５
）。

こ
の
絵
図
は
１
６
４
６
（
正
保
３
）
年
に
七
本
松

で
開
催
さ
れ
た
勧
進
能
場
の
様
子
を
現
す
も
の
で
、

舞
台
、
楽
屋
、
桟
敷
、
畳
敷
の
配
置
が
描
か
れ
て

図３　洛中洛外図 出光美術館所蔵
 京都国立博物館編『洛中洛外図』より転載・加筆。北野社東門前には舞台が設けられ、歌舞伎が演じられ、経王堂前では扇子を片手に舞が興じられる様子が描かれる。

図４ 「元禄十四年實測大絵図」元禄14年（1701）（部分）
『慶⻑昭和京都地図集成』より作成（前号再掲）
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い
る
。
こ
の
絵
図
は
１
６
７
２
（
寛
文
12
）
年
に

描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
舞
台
や
楽
屋
、
桟
敷

な
ど
の
規
模
や
形
状
が
知
れ
る
。

こ
の
時
の
様
子
は
『
隔
蓂
記
』
１
６
４
６
（
正

保
３
）
年
10
月
16
日
条
に
記
載
が
あ
る
。

少
し
長
文
と
な
る
の
で
概
略
す
る
と
、

な
ど
寛
永
時
の
経
堂
北
小
芝
の
も
の
を
凌
ぐ
他
に

例
を
見
な
い
巨
大
な
仮
設
劇
場
が
建
設
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

１
７
０
２
（
元
禄
15
）
年
に
も
ほ
ぼ
同
規
模
の

勧
進
能
場
が
建
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
観
世
太
夫

勧
進
能
場
絵
図
（
元
禄
15
年
９
月
18
日
）（
図
６
）

よ
り
判
る
。
西
は
「
ア
オ
ヤ
通
」、
南
は
「
仁
和

寺
道
」
に
面
す
る
東
西
70
間
半
、
南
北
80
間
の
敷

地
で
、
図
４
に
も
示
す
通
り
畑
（
⑦
部
分
）
と
な

っ
て
お
り
、
北
野
社
周
辺
で
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の

劇
場
を
建
設
で
き
る
場
所
は
他
に
な
く
、
正
保
年

間
の
能
場
も
同
じ
場
所
と
特
定
で
き
る
。

こ
こ
で
は
中
之
森
や
下
之
森
で
は
収
容
で
き
な

く
な
る
程
の
大
規
模
な
勧
進
興
行
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
た
び
に
大
規
模
な
能
場
が
建
設
さ
れ
、
下
之

森
と
接
続
さ
れ
た
広
域
に
わ
た
る
芸
能
空
間
が
形

成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

・	�

15
日
は
天
気
悪
か
っ
た
の
で
16
日
か
ら
始
ま
り
、

17
日
も
公
演
し
た
が
、 

18
・
19
・
20
・
21
日
も

雨
の
た
め
中
止
、
22
・
23 

日
に
公
演
し
て
終
了
。

・�

舞
台
は
南
向
き
で
三
間
四
方
と
し
、
後
方
は
板

張
り
で
水
引
幕
は
な
く
板
張
り
と
し
て
い
る
。

・�

橋
掛
は
北
方
に
板
を
打
ち
付
け
、
松
を
北
方
２

本
、
南
方
に
３
本
の
合
計
５
本
生
や
し
て
い
る
。

・�

桟
敷
は
83
間
と
し
、
舞
台
の
近
く
に
は
３
０
０

余
枚
の
畳
を
敷
く
。

・�

畳
を
４
日
間
借
し
切
る
場
合
、
１
畳
に
つ
き
金

子
１
両
と
す
る
。
竹
な
ど
で
垣（
仕
切
り
）を
作

っ
て
籠
る
場
合
も
無
料
で
あ
る
。

・�

桟
敷
は
白
銀
10
枚
、
７
枚
、
５
枚
に
応
じ
上
中

下
の
ラ
ン
ク
付
け
が
あ
る
。

・�

鼠
戸
口（
入
場
料
）は
１
人
に
付
き
銀
二
銭
目
で
、

鼠
戸
口
の
上
や
楽
屋
口
に
は「
藤
丸
之
紋
」が
つ

い
た
白
幕
が
張
ら
れ
て
い
る
。

・�

周
囲
の
総
構
え
に
は
藁
筵
が
掛
け
ら
れ
た
竹
垣

が
廻
ら
さ
れ
、
客
席
と
の
間
に
は
空
地
が
あ
る
。

・�

舞
台
正
面
は
公
方
、
そ
の
脇
は
所
司
代
の
桟
敷

と
す
る
。

借
シ
、
其
余
慶
を
以
御
上
納
銀
相
立
候

様
ニ
仕
度
奉
存
候
、
地
子
之
儀
ハ
、
辻

打
見
世
物
等
ニ
借
シ
候
度
ゝ
ニ
御
届
申
、

相
応
ニ
度
毎
ニ
相
対
仕
、
相
立
可
申
候

段
御
願
申
候
処
、
御
免
被
下
、
忝
奉
存
候
、

右
之
通
辻
打
或
ハ
見
世
物
等
之
外
、
櫓

又
ハ
名
代
芝
居
商
人
等
二
借
シ
申
間
敷

候
、（
後
略
）」

と
あ
り
、
下
之
森
住
人
が
、
困
窮
に
つ
き
上
納
金

を
賄
う
た
め
茶
小
屋
を
辻
打
見
世
物
、
櫓
、
名
代

芝
居
等
に
貸
そ
う
と
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。『
北

野
天
満
宮
史
料
』
を
み
る
と
、
文
化
・
文
政
頃
に

も
浄
瑠
璃
や
浮
世
噺
な
ど
に
貸
さ
れ
て
お
り
、
茶

屋
と
言
う
限
ら
れ
た
空
間
の
中
で
芸
能
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
６
）
下
之
森
の
宅
地
開
発

「
北
野
天
満
宮
史
料 

古
文
書
」
享
和
２
年
（
１

８
０
２
）
10
月
条
に
は
、

　
「
一
、�

御
番
所
下
之
森
中
程
ニ
、
八
わ
た
や
源

次
朗
、
大
文
字
屋
伊
兵
衛
両
人
小
屋
跡
、

東
西
十
九
間
、
北
通
り
筋
南
通
り
筋
迄
、

私
共
引
請
、
此
度
新
建
仕
候
。
依
之
、

御
地
代
之
儀
は
、
是
迄
両
人
相
納
候
通
、

半
季
ニ
銀
拾
弐
匁
丸
屋
佐
助
聞
、
拾
匁

万
屋
弥
太
郎
分
、
無
相
違
急
度
相
納
可

申
上
候
。
若
、
自
然
不
納
ニ
及
候
ハ
ヽ
、

い
か
様
仰
付
候
共
、
違
背
申
上
間
敷
候
。

為
後
日
之
、
一
札
仍
而
如
件
。

 　
　
　

享
和
弐
年
戌
十　
　
　

丸
屋
佐
助

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
屋
弥
太
郎
」

と
あ
っ
て
、
下
之
森
の
日
小
屋
跡
に
新
た
に
建
物

を
建
設
す
る
計
画
が
上
が
っ
た
。
場
所
は
南
北
を

通
り
に
挟
ま
れ
た
場
所
、
す
な
わ
ち
図
４
で
示
す

中
央
の
島
の
よ
う
に
な
っ
た
部
分
で
現
在
は
「
新

建
町
」
と
い
う
町
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。　

こ

こ
が
仮
設
的
な
日
小
屋
か
ら
常
設
的
な
居
小
屋
へ

建
て
替
え
ら
れ
、
芝
居
の
森
は
茶
小
屋
芝
居
の
町

へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
７
）
妓
院
劇
場

『
京
都
府
地
誌
』
に
は
天
明
元
年
（
１
７
８
１
）

５
月
に

「
下
之
森
東
町
ニ
妓
院
演
劇
場
ヲ
設
ク
」

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
勧
進
能
場
は
、

当
時
の
芝
居
規
制
の
影
響
や
建
て
替
え
を
繰
り
返

す
浪
費
的
な
建
設
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ

と
か
ら
、
や
が
て
形
態
を
変
え
て
ゆ
く
。

（
５
）
茶
小
屋
に
お
け
る
芝
居

下
之
森
の
茶
屋
の
使
わ
れ
方
は
下
之
森
の
芸
能

空
間
と
連
携
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

『
北
野
天
満
宮
史
料 

古
文
書
』
延
享
３
年
（
１

７
４
６
）
３
月
条
「
下
之
森
茶
屋
中
茶
小
屋
貸
付

ニ
付
一
札
」
に
は
、

　
「
一
、�

下
之
森
ニ
而
私
共
数
年
来
渡
世
仕
来
候

処
、
近
年
一
統
ニ
殊
之
外
困
窮
仕
、
御

上
納
銀
借
り
請
罷
有
候
処
、
段
ゝ
難
儀

仕
、
右
銀
子
上
納
可
仕
様
無
御
座
、
困

窮
至
極
仕
候
ニ
付
、
此
度
奉
願
度
趣
者
、

私
共
所
持
之
茶
小
屋
之
内
壱
ヶ
処
、
破

損
取
繕
五
ヶ
年
之
間
辻
打
見
世
物
等
ニ

と
あ
る
。

京
都
府
地
誌
は
１
８
８
１
（
明
治
14
）
年
か
ら

17
年
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
記
事

に
関
し
て
は
根
拠
に
欠
け
、
仮
に
妓
院
演
劇
場
な

る
も
の
が
建
設
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
そ
の
様
相

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
京
都
に
お
け
る
当
時
の
遊
廓
地
で
あ

る
島
原
に
お
い
て
も
『
洛
西
島
原
絵
図
』（
１
７

２
９
（
享
保
14
）
年
、
中
川
家
所
蔵
）
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
揚
屋
町
に
「
八
月
朔
日
よ
り
十
三
日
迄 

曲
輪
女
郎
集 

興
行
也 

踊
場
」
が
存
在
し
、
祇
園

で
も
「
祇
園
町
町
之
会
所
家
并
踊
場
見
分
絵
図
」

（
１
７
４
８
（
延
享
５
）
年
、
歴
彩
館
所
蔵
）
に

描
か
れ
る
よ
う
に
、
町
の
会
所
を
踊
場
と
し
て
活

用
し
た
で
あ
ろ
う
例
が
見
ら
れ
る
し
、
18
世
紀
頃

に
お
い
て
は
、
下
之
森
に
建
物
が
建
ち
並
び
、
森

か
ら
町
へ
と
変
容
し
て
い
く
過
程
の
中
で
、
芸
者

が
芸
を
披
露
す
る
た
め
の
施
設
が
拵
え
ら
れ
て
い

た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

現
在
の
歌
舞
練
場
に
相
当
す
る
花
街
専
用
の
劇

場
施
設
は
、
既
に
近
世
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
だ
。

５ 

北
野
の
近
代
と

　

 

こ
れ
か
ら
の
上
七
軒

北
野
社
は
明
治
に
な
り
、
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
40

ほ
ど
あ
っ
た
宮
仕
は
す
べ
て
廃
院
、
廃
坊
、
廃
寺

と
な
り
、
関
り
の
深
か
っ
た
茶
屋
と
芸
能
の
形
態

も
変
化
し
た
。

ま
た
、
下
之
森
は
１
９
９
０
（
明
治
33
）
年
に
京

都
電
気
鉄
道
が
開
通
し
車
庫
が
建
設
さ
れ
、
１
９

１
３
（
大
正
２
）
年
に
は
大
日
本
武
徳
会
京
都
支

部
道
場
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
か
つ
て
の
茶
屋
と
芸

能
広
場
は
時
代
と
と
も
に
淘
汰
さ
れ
姿
を
消
し
た
。

上
七
軒
は
、
現
在
も
花
街
と
し
て
存
続
す
る
。

こ
れ
は
や
は
り
北
野
社
と
の
親
近
性
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

神
へ
の
近
さ
に
対
す
る
階
層
性
は
、
花
街
の
存

続
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

神
事
や
宮
廷
文
化
の
影
響
を
色
濃
く
残
す
花
街

文
化
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
今
後
も
継

承
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

図６　観世太夫勧進能場絵図（元禄15年9月18日）
竹内芳太朗『日本劇場図史第一冊』壬生書院  

1935年に掲載の図版をリライト

図５　観世太夫勧進能芝居之絵図（寛文12年）
荻野家文書 京都市歴史資料館 リライト



Ｌ
字
型
吹
抜
土
間
の
家

京
都
府

建築主／個人
設計者／㈲豊田空間デザイン室
施工者／㈱住暮楽（すみくら）

所在地／京都府
用　途／戸建住宅
工　期／2018年8月～2019年3月
建築面積／ 91.20㎡（27.59坪）
延床面積／145.35㎡（44.00坪）
構造規模／木造軸組工法
　　　　　地上2階

写真撮影／鈴木健太

京
都
市
近
郊
に
立
地
す
る
敷
地
、
建
物
共
に
広
く

ゆ
っ
た
り
し
た
条
件
を
生
か
し
た
個
人
住
宅
で
す
。

プ
ラ
ン
は
奥
行
の
長
い
長
方
形
で
、
緩
勾
配
の
片

流
れ
屋
根
に
Ｏ
Ｍ
ソ
ー
ラ
ー
集
熱
パ
ネ
ル
設
置
の
た

め
一
部
越
屋
根
と
し
て
い
ま
す
。
玄
関
を
入
る
と

南
側
は
奥
ま
で
幅
1
・
8
ｍ
の
タ
イ
ル
土
間
が
続
き
、

手
前
は
Ｌ
字
型
に
北
へ
と
抜
け
て
い
き
ま
す
。
土
間

は
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
外
部
と
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
（
緩
衝

ス
ペ
ー
ス
）
と
な
り
、
夏
の
日
射
を
和
ら
げ
、
冬
季

は
タ
イ
ル
面
に
蓄
熱
し
た
暖
気
が
上
が
り
、
さ
ら
に

床
暖
房
も
合
わ
せ
て
快
適
性
を
確
保
。
ま
た
２
階
ま

で
の
全
面
吹
抜
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
で
す
。
土

間
の
２
階
は
吹
抜
を
囲
む
ス
ノ
コ
の
廊
下
で
回
遊
で

き
る
よ
う
に
し
、
イ
ン
ナ
ー
バ
ル
コ
ニ
ー
を
設
け
ま

し
た
。
さ
ら
に
奥
の
曲
線
階
段
で
緩
や
か
に
昇
降
で

き
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
土
間
と
一
体
の
ワ
ン
ル
ー
ム
空
間
で
す

が
、
床
は
15
㎝
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
キ
ッ
チ
ン
と
ダ

イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
を
同
じ
高
さ
に
揃
え
て
、
す
っ

き
り
伸
び
や
か
に
生
活
の
中
心
と
な
り
ま
す
。
背
面

は
全
面
に
連
続
し
た
造
作
収
納
を
デ
ザ
イ
ン
。
床
か

ら
は
屋
根
の
集
熱
パ
ネ
ル
か
ら
ダ
ク
ト
を
通
し
た
暖

気
が
上
が
り
ま
す
。

（
㈲
豊
田
空
間
デ
ザ
イ
ン
室　

豊
田　

悟
）

G
A

L
L

E
R

Y

作
品
紹
介

外観

外観

南西側外観

LDK見返し 土間とＬＤＫ
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う
ち
の
本
棚

今
月
の
一
冊

●

February 2022  Kyoto Dayori   12

昨
年
の
丁
度
今
頃
ま
で
は
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
の
放
送
に
あ
や
か
り
、
福
知
山

は
明
智
光
秀
公
に
関
連
す
る
あ
れ
や
こ
れ
や
で
沸

い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
折
も
折
、
コ
ロ
ナ
禍
の

真
っ
只
中
に
入
っ
て
し
ま
い
、
当
初
の
目
論
見
は

外
れ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
近

年
の
「
お
城
ブ
ー
ム
」
と
い
う
伏
兵
が
い
て
、
福

知
山
城
の
石
垣
を
見
た
い
と
い
う
マ
ニ
ア
の
方
々

の
来
訪
が
一
定
数
あ
り
、
そ
こ
そ
こ
の
成
果
も
出

た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
た
だ
大
河
ド
ラ
マ
終
了

と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
取
組
み
も
殆
ど
が
ゴ
ー

ル
と
な
り
、
各
所
の
幟
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
も
一
斉

に
消
え
、
反
動
で
す
ご
く
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
広
報
に
力
を
入
れ
て
い
る
福
知
山
市
は

こ
こ
で
、
次
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
シ
フ
ト
。
そ
れ

は
「
鬼
」
で
す
。

平
成
18
年
、
平
成
の
大
合
併
の
な
か
、
福
知
山

市
も
近
隣
三
町
を
編
入
合
併
し
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
大
江
町
は
、
ア
イ
デ
ア
マ
ン
の
町
職
員
の
企
て

に
よ
り
、
大
江
山
の
酒
呑
童
子
を
町
の
メ
イ
ン
に

据
え
て
、
鬼
伝
説
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
し
た
。「
酒
呑
童
子
ま
つ
り
」
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、「
日
本
の
鬼
の
交
流
博

物
館
」
か
ら
鬼
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
描
か
れ
た
マ
ン

ホ
ー
ル
の
蓋
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、「
世
界
鬼

学
会
」
の
立
上
げ
や
、
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
自
治
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
全
国
鬼
サ
ミ
ッ

ト
」
の
第
一
回
開
催
を
す
る
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
も

充
実
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
福
知
山
の
商
工
会
議
所
が
主
催
す

る
「
お
城
ま
つ
り
」
は
、
天
守
閣
を
再
建
す
る
ま

で
は
「
福
知
山
鬼
ま
つ
り
」
と
い
う
名
称
で
、
光

秀
公
の
御
霊
さ
ん
と
同
じ
く
、
大
江
山
の
鬼
は
地

元
に
馴
染
み
の
深
い
存
在
で
は
あ
り
ま
し
た
。
大

江
町
と
一
緒
に
な
っ
た
今
、
酒
呑
童
子
も
福
知
山

の
大
事
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
活
か
し
て
い
く
の
は

自
然
な
流
れ
と
言
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
、
漫
画

「
鬼
滅
の
刃
」
の
ヒ
ッ
ト
に
乗
っ
か
り
「
鬼
退
治

の
舞
台
」
を
前
面
に
出
し
て
売
り
出
す
と
い
う
裏

切
り
を
決
行
中
で
す
。
来
年
の
鬼
博
の
開
館
30
周

年
に
向
け
、
色
々
企
画
を
打
っ
て
き
ま
す
の
で
是

非
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
∧
い
が
い
と
！
福
知
山
∨

で
検
索
！

福
知
山
支
部　

下
村
真
一

麒
麟
の
次
は
鬼

福
知
山
支
部

最
近
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
の
人
口
統
計
学
者
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ

ド
の
新
刊
、「
老
人
支
配
国
家　

日
本
の
危
機
」

と
い
う
本
を
キ
ン
ド
ル
買
い
し
て
読
ん
で
い
る

と
、
ア
マ
ゾ
ン
の
リ
コ
メ
ン
ド
欄
に
や
た
ら
と

「
岡お
か

潔き
よ
し

」
の
著
書
が
出
て
き
ま
す
。
誰
か
な
と

思
っ
て
い
た
ら
、
う
ち
の
書
店
の
本
棚
に
、
岡

潔
の
本
が
あ
り
ま
し
た
。

岡
潔
は
、
こ
こ
数
年
、
再
評
価
を
さ
れ
て
い

る
数
学
者
で
す
。
彼
は
世
界
的
な
数
学
者
で
あ

る
と
同
時
に
、
日
本
人
の
心
性
や
情
緒
に
洞
察

を
深
め
、
多
く
の
文
章
を
遺
し
た
随
筆
家
で
も

あ
り
ま
す
。
名
言
と
奇
行
の
人
と
も
言
わ
れ
、

教
育
と
は
詰
め
込
み
だ
け
の
頭
の
良
い
人
間
を

つ
く
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
の
中
心
は
情
緒
に

あ
り
、
日
本
人
が
本
来
も
つ
情
緒
が
い
か
に
美

し
い
か
、
そ
し
て
戦
後
の
社
会
で
そ
の
豊
か
な

情
緒
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

続
け
た
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
交
感
神

経
を
締
め
付
け
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
帯
を
締

め
な
か
っ
た
り
、
周
り
に
は
奇
行
と
思
わ
れ
て

い
た
部
分
も
、
今
と
な
っ
て
み
れ
ば
、
い
ち
早

く
脳
科
学
や
自
律
神
経
と
知
力
を
結
び
付
け
て
、

自
ら
実
践
し
て
い
た
結
果
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド
の
警
告
よ
り
も
、

時
代
が
追
い
つ
け
な
か
っ
た
天
才
の
言
葉
の
ほ

う
が
、
今
の
私
た
ち
に
は
響
く
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
大
喜
書
店　

岡
田
良
子
）

【岡潔　数学を志す人に】

　STANDARD BOOKSのシリーズは、平凡社が
提案する新しい随筆シリーズです。
　科学と文学、双方を横断する知性を持つ科学者・
作家の珠玉の作品を集め、一作家を一冊で紹介し
ています。

支
部
だ
よ
り

大喜書店
京都市下京区麩屋町五条上ル下鱗形町563番2
TEL：075-353-7169
OPEN：	12:00～18:30 水曜日定休（土・日・祝日は11:00～）
京阪・清水五条駅から徒歩5分

著者：岡　潔　
発行：平凡社　
定価：1,400円（税別）

鬼の交流博物館

頼光鬼退治像

平成の大鬼
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皆さんはRPAなるものをご存じで
しょうか。RPAとはロボティックプ
ロセスオートメーション（Robotic 
Process Automation）の略で、人がパ
ソコン上で行っている作業を処理手
順を登録することによって自動化で
きるというものです。

例えば、Outlookにある全てのメー
ルの中から条件に合う添付ファイル
を指定フォルダに保存したり、Web
ページの文字を取得することができ
ます。具体例としては、Webページ
にある鋼材単価情報を取得してExcel
ファイルを作成し、そのファイルを
複数のメールアドレスに送信させる
ような処理です。フローをワンクリ
ックするだけでブラウザの起動から
メールの送信まで全ての処理が自動
的に行われます。

このようなことをさせるためには
プログラムを書く必要がありました
が、RPAツールにより［Outlookを起
動します］ ［Outlookからメールメッ
セージを取得します］というような
予め用意されているアクションを並
べるだけで実行できるようになりま
した。又、処理手順をレコーディン
グする機能を使えば、ステップが自
動的にアクションに変換されますの
で、プログラム経験のない方でも簡
単なフローならすぐに作成できます。

Windows11にはデスクトップ用
Power AutomateというRPAツール
が標準搭載されています。ぜひお試
しを。（Windows10の場合はダウンロ
ードが必要）� （後藤幸秀）

表
紙
の
こ
と
ば

大
報
恩
寺 

本
堂

戸
田
建
設（
株
）大
阪
支
店
建
築
設
計
室　

林　

伸
昭

表
紙
の
こ
と
ば

大
報
恩
寺
は
上
京
区
七
本
松
通
今
出
川
上
ル
に

所
在
す
る
瑞
雲
山
と
号
す
る
真
言
宗
智
山
派
に
属

す
る
寺
院
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
初
期
、
藤
原
秀
衡

の
孫
に
あ
た
る
義
空
に
よ
る
開
創
で
あ
る
。

京
都
の
旧
市
街
地
で
最
古
の
建
造
物
で
あ
る
国

宝
の
本
堂
が
あ
り
、
そ
の
棟
木
に
は
、
１
２
２
７

（
安
貞
元
）
年
上
棟
と
記
さ
れ
、
桁
行
５
間
、
梁

間
６
間
、
一
重
、
入
母
屋
造
の
檜
皮
葺
で
、
鎌
倉

時
代
の
和
様
を
代
表
す
る
仏
堂
で
あ
る
。
平
安
時

代
の
仏
堂
と
異
な
り
、
民
衆
が
本
堂
内
で
釈
迦
念

仏
を
唱
え
る
道
場
と
し
て
外
陣
を
広
く
と
り
、
蔀

戸
や
引
違
格
子
戸
を
用
い
る
な
ど
住
宅
風
の
趣
を

伝
え
る
。
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
重
要
文
化
財
の

行
快
作
の
木
造
釈
迦
如
来
坐
像
は
、
古
来
よ
り
厚

く
信
仰
さ
れ
、
近
く
に
千
本
通
り
が
あ
る
こ
と
な

ど
で
、
千
本
釈
迦
堂
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

霊
宝
館
に
収
蔵
さ
れ
、
公
開
さ
れ
て
い
る
快
慶
作

の
木
造
十
大
弟
子
立
像
、
定
慶
に
よ
る
六
観
音
菩

薩
像
な
ど
の
仏
像
群
も
大
変
魅
力
的
で
あ
る
。

棟
梁
は
長
井
飛
騨
守
高
次
で
あ
る
が
、
柱
の
寸

法
を
切
り
誤
っ
て
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
妻
の
於

亀
（
お
か
め
）
が
枡
組
を
用
い
る
こ
と
を
教
え
、

無
事
竣
工
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
於
亀

は
女
が
夫
の
仕
事
に
口
を
は
さ
ん
だ
こ
と
を
恥
じ

て
自
害
。
高
次
が
冥
福
を
祈
っ
て
建
て
た
宝
篋
印

塔
を
お
か
め
塚
と
い
い
、
大
工
の
信
仰
を
得
る
よ

う
に
な
っ
た
。
上
棟
式
に
使
わ
れ
る
の
お
多
福
の

面
は
こ
れ
に
因
ん
だ
と
さ
れ
、
於
亀
に
因
ん
だ
節

分
会
は
毎
年
多
く
の
人
で
賑
わ
う
。

優
雅
で
力
強
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
優
れ
た
本

堂
で
あ
る
が
、
正
面
に
は
松
や
枝
垂
れ
桜
な
ど
の

大
き
な
樹
木
が
茂
り
、
全
景
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ス
ケ
ッ
チ
は
、
本
堂
南
東
に
あ
る
於
亀

塚
の
近
く
に
立
っ
て
全
景
を
描
い
て
み
た
。

発
行
人
●
髙
田
光
雄
　 

編
集
委
員
長
●
橋
本
光
生
　
編
集
委
員
●
加
藤
正
浩
／
黒
木
要
州
／
後
藤
幸
秀
／
竹
山
奈
乙
雪
／
徳
光
都
妃
子
／
西
田
教
子
／

沼
田
俊
之
／
松
田
容
子
／
森
重
幸
子
／
矢
谷
明
也�

デ
ザ
イ
ン
●
松
本
和
子
　
印
刷
●
サ
ン
ケ
イ
デ
ザ
イ
ン
㈱

「新型コロナウイルス感染症対策支え合い特別表彰」
を受賞しました。

この度、「新型コロナウイルス感染症対策
支え合い特別表彰」として、（一社）京都府建
築士会が京都市から表彰されました。

これは、新型コロナウイルス感染症対策に
資する相当の金員又は物品を寄付された方を
称え表彰されるもので、京都市が創設した

「新型コロナウイルス感染症対策支援支え合
い基金」にご賛同いただいた当会理事会役員
の有志の皆様からいただいた浄財を、当会を
通じて京都市に寄付したことにより表彰いた
だいたものです。

ご賛同いただいた有志の皆様ありがとうご
ざいました。
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募　　集

「京都だより」作品紹介ギャラリー
あなたの作品を広く紙面で紹介してみませんか？

本会では会誌「京都だより」に、会員の作品紹介ページを設けています。
建築、インテリア、ランドスケープなど、みなさまの個性あふれる作品をお待ちしております。

●募集対象は（一社）京都府建築士会会員が設計もしく
は施工に携わったものとします。

●掲載料は無料ですが、広報編集委員会にて選考の上、
掲載させていただきます。応募作品多数の場合等は、
掲載できないこともありますのでご了承下さい。

●写真の撮影者名は必ず付記願います。写真に著作権等
が生ずる場合は、応募者にて対応願います。

●掲載頁数は原則として 1頁とします。

●建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を
お願いすることがあります。

●作品の掲載順及び紙面レイアウトを含む全体の構成は
広報編集委員会にて担当します。

●概要及び説明文はメールで送付願います。

掲載に関して

●写　真／外観、内観等 3、4枚。
画像解像度400 dpi以上推奨。
デジカメ撮影の場合は1メガバイト以上を目安。
プリントの場合は2Lサイズ程度。

●概　要／作品名称、所在地、建築主、
設計者、施工者、用途、工期、
建築面積、延床面積、構造規模。

●説明文／作品に関する考え方を400字以内にまとめて
ください。

●設計図書／選考用として平面、立面、断面、その他。

提出資料

原稿期日及び送付先

●期　日／毎月25日
●送付先／（一社）京都府建築士会事務局

「京都だより 作品紹介」係


